


















































































実験参加者は、20 歳から 24 歳の男性大学生
29 名（平均年齢 20.43 ± 1.35 歳）であった。
本実験は、実験参加者を運動部所属群（17


























きることから、一時的気分尺度 TSM（徳田 , 
2011）を用いた。この尺度は、緊張、抑う
つ、怒り、混乱、疲労、活気の 6 つの因子











































の結果、抑うつ［t （21） = 2.72,  p<.05］、疲
労［t （21） = 2.53, p<.05］では、非運動部群
が、運動部運動群と比較して、有意に低い
















































































② Oral Swab ® の綿（無味・無臭）を 1 分
間に 60 回咀嚼し、分泌された唾液を綿に吸
収させて採取する。
③ Oral Swab ® の採取サンプルを、採取後






出する ELISA（enzyme-linked immunesorbent 
assay）法（サンドイッチ法）により測定し
た。具体的には、イムノプレート（Nunc
社 : 468667） 上 で 固 相 化 緩 衝 液（SIGMA
社 : C3041） を 用 い て、Goat anti-Human 
IgA-affnity purified （BETHYL 社 : A80-
102A）を固相化した。1 時間静置後 3 回洗
浄し、ブロッキング溶液を用いてブロッ
キ ン グ を 行 っ た。1 時 間 静 置 後 再 び 3 回
洗 浄 を 行 い、 標 準 抗 原 液（BETHYL 社 : 
RS10-110-3）および検体を一次反応させた。
1 時 間 静 置 後 3 回 洗 浄 を 行 い、Goat anti-
Human IgA-HRP conjugate  （BETHYL 社 : 
A80-102P）を用いて二次反応をさせた。1
時間静置後 3 回洗浄を行い、最後に TMB 
Microwell Peroxidase Substrate（Kirkegaard 
and Perry Laboratories, Icn.: 53-00-01） を
加 え て 反 応 さ せ た。 反 応 さ せ て 20 分 後
に Microplate Reader iMarK（BIO-RAD 
社）にて吸光度（655nm）を測定した。洗
浄 に は、0.05%Tween-20 洗 浄 液（SIGMA
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発の重要性 - 免疫グロブリン A の観点か
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